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地域円卓会議に関わったきっかけ

・地域創生副専攻
の対象科目

・初級地域公共政
策士の対象科目



地域円卓会議の説明

・幅広い属性の参加者

・多角的な視点からの論点提供



道路を利用する人も様々



～目標～
新たに得た情報から地域の課題を自分事にする



高齢者が主体的に

ITを活用できるようになる

仕組みはどうしたら作れるか

バスが朝時間通りに来た

ら那覇都市圏の生活は

どう変わるのか？

琉大駐車場の有料化

により、周辺道路の

渋滞は解消できるか

子どもの貧困連鎖を

断ち切るためには？



きっかけは
新聞記事

引用：https://www.okinawatimes.co.jp/articles/-/711484



きっかけは
新聞記事

大学の施設運営部に

ヒアリング

「駐車場有料化は渋

滞を解決するための

手段として有効？」

円卓会議で取り上げたテーマ
「琉大駐車場の有料化により、周辺道路の渋滞は解消できるか」



・入構料はアイデア段階...

・大学の道路の老朽化が...

整備費用どうしよう...

・大学内の道路を使用する
1/3が大学以外の人たち...

琉大周辺の
交通問題を考える

円卓会議

・地域住民と話さないと！

・大学側だけの問題ではな
いよね

・西原だけじゃなくて、県
全体の問題だよね



「琉大駐車場の有料化により、周辺道路の渋滞は解消できるか」

「琉球大学周辺の交通問題を考える

円卓会議」



シェアサイクルやキャンパスバス
実証実験への取り組み



円卓会議の様子



利害関係者同士が協力し合い

対話を行うことが大切



キャンパスバス？
え、そんなのあるの？

大学生にもっと
知ってほしい...😢









ありがとうございました！


